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「世界津波の日」の11月5日に、内閣府と北海道・
町の共催で、平成29年度厚真町地震・津波防災訓練
を実施しました。

自衛隊による炊き出
し訓練が行われ、約
300人分のカレーライ
スが参加者や関係者に
配られました。

２０１７年
平成２９年 12月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

２ ひとのうごき
３ 厚真町文化祭

４－５ 循環福祉バスめぐるくんに乗ろう
６ 平成29年度厚真町表彰式
７ むし歯のない子どもの表彰式

８－９ 国民年金
10－11 お知らせ
12－13 安平・厚真行政事務組合
14－15 11月のあつま

16 公共施設等年末年始ガイド
17－19 平成30年度臨時職員募集

20 臨時職員募集・あつまラバー
21 防災のページ
22 地域おこし協力隊・作品紹介
23 厚高インフォメーション・クラスじまん
24 健康情報
25 厚南会館運動教室

インフルエンザ予防接種・献血
26 保健の掲示板
27 子育て支援センター
28 しゃべーる通信
29 胆振東部消防組合消防職員採用資格試験

平成29年度冬期作業主任者等技能講習
30－31 情報ひろば

11月１日～11月３0日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載についての確認ができた方を掲載しています

・こんな記事を読んでこう思った。
・こんな疑問をもっている。

など、どんなことでも結構です。

※紙面は無記名ですが、住所や氏名、年齢は伺います。

まちづくり推進課企画調整グループ
☎ 27－3179　FAX 27－2328

みなさんの声をお聞かせください

http://www.town.atsuma.lg.jp/office/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

ひとのうごき
11月30日現在　（　）内は前月比

人　口　4,660人（＋5）
男 2,297人　女 2,363人

世帯数　2,156世帯（＋3）

※折り込みチラシを削減しています。

２
０
１
７
厚
真
町
文
化
祭
が
11

月
３
日
、
４
日
の
両
日
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
ゆ
く
り
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、

厚
南
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
は
、
最
新
鋭
の

デ
ジ
タ
ル
式
の
投
影
機
が
初
お
披

露
目
。
新
機
器
は
従
来
と
比
べ
約

30
倍
の
11
万
個
の
星
を
映
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
計
３
回
行
わ

れ
た
投
影
会
に
は
１
２
７
人
が
来

場
し
、
美
し
く
鮮
明
な
星
空
や
宇

宙
旅
行
が
疑
似
体
験
で
き
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
が
映
し
出
さ
れ
る
と

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
文
化
協
会
の
加

盟
団
体
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
園
や

保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
一
般
町
民
な
ど
か
ら
出
展

さ
れ
た
作
品
の
展
示
と
各
団
体
、

個
人
に
よ
る
芸
能
発
表
会
が
行
わ

れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
、
作

品
を
鑑
賞
し
、
文
化
の
秋
・
芸
術

の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

①厚真中学校生徒による壁新聞を初展示 ②青少年センターのプラネタリウムでは新しい投影機がお披露目 ③趣向を凝らした陶芸
同好会による作品 ④子どもお楽しみコーナーではけん玉が人気 ⑤華道同好会の体験コーナーには今年も多くの来場者が訪れまし
た ⑥茶道会によるお点前と呈茶 ⑦食生活改善推進協議会は野菜たっぷりメニューの試食を実施 ⑧小中学生の書道や絵画などの作
品も多数展示 ⑨発掘調査現場で実際に使用されていた機械を体験 ⑩町長賞を受賞した上厚真児童クラブの作品 ⑪福祉センターの
ステージ前には見事な菊花が展示されました ⑫押し花体験コーナーでは来年のカレンダーを制作

①⑤⑨

③⑦⑪

②⑥⑩

④⑧⑫
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めぐるくん に乗ろう！
問い合わせ

まちづくり推進課グループ 企画調整グループ　☎ 27-3179

循

環福
祉バス

快適安心 なで冬こそ！ 快適安心A. 全ての路線が毎日運行しています。
　（日曜日、12／31～１／２を除く）

A. 予約の締め切り時刻は以下のとおりです。締め切
り時刻を過ぎると利用できません。早めに予約し
ましょう。

Q.いつ運行していますか？ Q.誰でも利用できますか？

めぐるくんQ&A

Q.利用料金はかかりますか？

Q.いつまでに予約すればいいですか？

Q.市街地の乗降できる場所はどこですか？

A. 町内にお住まいの方でしたら年齢に関係なく誰でも
利用できます。ただし、市街地（京町・表町・本町・
錦町）にお住まいの方は利用できません。（めぐる
くんは路線バスのない地域の交通手段の確保を目的
としているため）

A. 利用者により異なる料金がかかります。

A. 以下の場所で乗降できます。

め
ぐ
る
く
ん
を
利
用
す
る
に
は
、
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

まちづくり推進課・町民福
祉課または上厚真支所で申
請手続きをしてください。

登録は初めの１回だけです！

①路線　②時刻
③どこからどこまで乗車するか
④帰り（復路）も利用するかどうか

予約の際に
お伝えください

め
ぐ
る
く
ん
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
し
た
時
間
に
、
自
宅
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

予
約
し
た
時
間
に
、
予
約
し
た
乗
り
場
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

予約受付センター（あつまバス）

☎27-2311
※混雑している場合は遅れることがありますので時間に
余裕をもってご利用ください。

※往路の降車場所と異なる
場所でも乗車できます。

乗降時の段差を緩和する
ステップが装備されていま
す。

ステップ

乗降が不安な方は乗務員
がお手伝いしますのでお声
がけください。

あつまバス待合所、役場、総合ケアセンターゆくり、Ａコープ厚真店、まちなか交流館しゃべー
る、あつまクリニック、ハマナスクラブ（藤井商店）、桂歯科クリニック、スポーツセンター、
旧かしわ保育園、こぶしの湯あつま、厚真リハビリセンター、セイコーマート厚真店
Ａコープ上厚真折坂店、厚南会館、上厚真郵便局

厚真市街地

上厚真市街地

▷

▷

利
用
者
登
録
を
す
る
（
初
回
の
み
）

１
電
話
で
予
約
す
る

２
自
宅
か
ら
市
街
地
へ

３

利用者区分 利用料金
① 65歳以上の高齢者

100円
②
身体障害者手帳、精神障害者
保健福祉手帳、療育手帳を交
付されている方

③ ①②以外の一般町民 200円
④ 中学生以下 ②または③の半額

市
街
地
か
ら
自
宅
へ

４

豊沢・鹿沼線の朝の便で
軽舞から「ゆくり」まで乗り
ます。帰りも利用します。

では、〇時△分頃に伺います

明日の朝の便で
　「ゆくり」に行こう！

利用者証が交付されます

家まで来てくれるから
待ち時間も寒くない！

「ゆくり」に到着！
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帰りも家まで
　送ってくれる♪

帰りの便も「ゆくり」
から予約しました！

めぐるくんめぐるくんめぐるくんめぐるくん
まちづくり推進課グループ 企画調整グループ　☎ 27-3179まちづくり推進課グループ 企画調整グループ　☎ 27-3179

河
かわ
村
むら
 忠
ちゅう
治
じ
さん（軽舞・75歳）

　めぐるくんのことは知っていたのですが、利
用したことがありませんでした。
　私はまだ自分で運転していますが、高齢ドラ
イバーによる交通事故のニュースを目にし、い
つまで運転できるのか考えるようになりました。
　めぐるくんは自宅前で乗降でき、とても便利
だったので、おすすめです！

朝の便… 前日の 19時まで

昼・夕方の便… 各便の始発時刻の１時間前まで
12
月
に
な
り
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
凍
結
や
積
雪
に
よ
り
道
路

状
況
も
悪
く
な
り
ま
す
。
車
の
運

転
に
不
安
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

循
環
福
祉
バ
ス
め
ぐ
る
く
ん
は

自
宅
か
ら
市
街
地
ま
で
の
交
通
手

段
と
し
て
、
厚
真
町
に
お
住
ま
い

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。（
市
街
地
に
お
住
い

の
方
を
除
く
）

今
月
は
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
委
員
の
河
村
忠
治
さ
ん

に
、
め
ぐ
る
く
ん
を
実
際
に
利
用

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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田
た
中
なか
 秀
しゅう
翔
と

くん 永
なが
澤
さわ
 廉
れん

くん 岡
おか
橋
ばし
 泰
たい
誠
せい

くん 原
はら
 朔
さく
太
た
朗
ろう

くん 齊
さい
藤
とう
 優
ゆう
李
り

くん 西
にし
埜
の
 みのりちゃん

大
おお
澤
さわ
 心
ここ
愛
あ

ちゃん 池
いけ
川
がわ
 詩
し
乃
の

ちゃん 小
こ
納
な
谷
や
 蔵
くら
之
の
介
すけ

くん 尾
お
形
がた
 美
み
音
おん

ちゃん 前
まえ
田
だ
 耀
よう
太
た

くん 佐
さ
藤
とう
 朝
あさ
陽
ひ

ちゃん

尾
お
形
がた
 ひまりちゃん 大

おお
西
にし
 ひかるくん 立

たち
花
ばな
 ひふみちゃん 鎌

かま
田
た
 芽
め
依
い

ちゃん 前
まえ
田
だ
 瑠
る
那
な

ちゃん 高
たか
田
だ
 春
はる
瑠
る

ちゃん

鈴
すず
木
き
 奏
か
音
のん

ちゃん 川
かわ
村
むら
 海
み
乃
の

ちゃん 岡
おか
嶋
じま
 優
ゆう
芽
め

ちゃん 三
み
浦
うら
 萩
しゅう

ちゃん 武
たけ
野
の
 葵
あおば

ちゃん 金
かね
子
こ
 春
はる
樹
き

くん

小
こ
関
せき
 ひまりちゃん 岡

おか
澤
ざわ
 元
げん
太
た

くん 内
うち
沢
ざわ
 慶
けい
翔
と

くん 渡
わた
邊
なべ
 創
そう
士
し

くん

海
かい
沼
ぬま
 信
しん
之
の
介
すけ

くん 藤
ふじ
村
むら
 花
はな
乃
の

ちゃん 藤
ふじ
村
むら
 藍
あい
乃
の

ちゃん 山
やま
岸
ぎし
 春
はる
翔
と

くん

11 月 10日、総合ケアセンターゆくりで「むし歯
のない子どもの表彰式」が行われました。この表彰は、
今年が 25回目の開催。
今年度は、平成 25 年 4月 2日から平成 26 年 4
月 1日までに生まれた 45 人が対象で、うち 32 人
が今年の歯科健診で虫歯が１本もないと認定されま
した。
表彰式では、一人ずつ名前が呼ばれると子どもた
ちは元気にステージへ登壇。受賞者は吉田町民福祉
課参事から賞状と記念品を受け取りました。

平
成
29
年
度
厚
真
町
表
彰

式
が
11
月
３
日
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
の

発
展
や
地
域
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
７
人
１
組
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

宮
坂
町
長
か
ら
受
賞
者
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
自
治
功
労
賞

を
受
賞
さ
れ
た
森
山
利
勝
さ

ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

列
席
者
か
ら
祝
福
の
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

厚
真
町
表
彰
式

表彰状と記念品をもらったよ！

※都合により表彰式を欠席された方につきましては、氏名・住所と功績のみを掲載しています。

Ｈ29.127

岩
いわ
筋
すじ
 雅
まさ
弘
ひろ
さん（浜厚真）

社会福祉活動助長の趣旨を
もって多額の金員を寄付され、
地域福祉の向上など明るい社会
の建設に大きく寄与されました。

森
もり
山
やま
 利
とし
勝
かつ
さん（豊沢）

町議会議員として４期１６年の
長きにわたりその職責を担われ、
また２期８年間、監査委員の要
職を歴任。卓越した識見と指導
力をもって行財政の健全化と住
民福祉の向上に尽力し、町勢の
発展伸張に貢献されました。

自治功労賞善行賞

藤
とう
樫
がし
 学
まなぶ
さん（上厚真）

多年にわたり奉仕の精神を
もって野球スポーツ少年団上厚
真ベアーズ指導員として意欲的
に取り組まれ、体育振興ならび
に青少年の健全育成に大きく寄
与されました。

善行賞

幅
はば
田
た
 悦
えつ
子
こ
さん（朝日）

近
こん
藤
どう
 恭
きょう
子
こ
さん（京町）

藤
ふじ
田
た
 靖
やす
子
こ
さん（苫小牧市）

宮
みや
副
ぞえ
 恵
え
美
み
子
こ
さん（錦町）

鬼
き
頭
とう
 孝
たか
幸
ゆき
さん（苫小牧市）

矢
や
幅
はば
 千
ち
栄
え
子
こ
さん（新町）

鬼
き
頭
とう
 啓
けい
治
じ
さん（錦町）

文化財保護の趣旨をもって古民家を寄付され、町勢発
展の歴史および技術の継承に寄与されました。
※写真は受賞者を代表して出席された幅田 悦子さん

善行賞

地域振興助長の趣旨をもって一団の土地を寄付され、
地域環境の保全に大きく寄与されました。

寺
てら
谷
や
 則
のり
子
こ
さん（苫小牧市）

善行賞

小
こ
谷
たに
 和
かず
宏
ひろ
さん（高丘）

町農業委員会委員として多年
にわたり職責を担われまた会長
の要職にあって優れた識見と指
導力を発揮し農業農村の振興と
地方自治の進展に大きく貢献さ
れました。

自治貢献賞

宮
みや
副
ぞえ
 恵
え
美
み
子
こ
さん（錦町）

　民生委員児童委員ならびに町
交通安全補導員として多年にわ
たり献身的にその職責を担われ
民生の安定と児童生徒の安全
確保など明るい社会の実現に大
きく貢献されました。

社会貢献賞

秋
あき
永
なが
 徹
とおる
さん（富里）

とまこまい広域農業協同組合
理事として多年にわたり職責を
担われ、また同代表理事組合長
などの指導的立場にあって優れ
た識見をもって組織の発展に尽
力するとともに町農業委員会委
員などの要職を歴任し、農業農
村の振興と町勢発展に大きく貢
献されました。

産業貢献賞
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国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
は
、全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
２

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
、
平
成
29
年
分
の

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
か

ら
平
成
29
年
10
月
31
日
に
発
送
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告

す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
29
年
10
月
３
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
平
成
29
年

中
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
２

月
１
日
に
控
除
証
明
書
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

▷控除証明書が届いているか
ご確認ください。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
控
除
証
明
書
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
再
発
行
で
き
ま
す
か
？

再
発
行
は
可
能
で
す
。
紛
失
等
に
よ
り

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
「
苫
小
牧
年
金

事
務
所
」
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
再
発
行
の
手
続
き
の
際
に
は
、
年
金

手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〇
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
の
で
す
が

平
成
29
年
中
（
１
月
１
日
～
10
月
２
日
）

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
の
に

控
除
証
明
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、「
ね

ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
「
苫

小
牧
年
金
事
務
所
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
29
年
10
月
３
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
平
成
29
年
中
の
国
民

年
金
保
険
料
を
初
め
て
納
め
ら
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
２
月
１
日
に
控
除

証
明
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〇
家
族（
大
学
生
の
子
ど
も
等
）の
国
民

保
険
料
を
私（
親
）が
納
め
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
と
合
わ
せ
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き
は
、
納
め
た

方
が
そ
の
保
険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〇
10
月
３
日
以
降
に
控
除
証
明
書
の
証

明
欄
に
あ
る「（
１
）納
付
済
額
」や「（
２
）

見
込
額
」以
上
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
申
告
し
た

ら
よ
い
で
す
か
？

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
国

民
年
金
保
険
料
は
、
今
年
の
申
告（
控
除
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証
明
書

の（
１
）納
付
済
額（（
２
）見
込
額
が
あ
る
場

合
は
、
合
計
額
）に
追
加
で
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
の
際
は
、
10
月
31
日
に
発
送

し
た
控
除
証
明
書
と
追
加
で
納
め
た
国
民

年
金
保
険
料
の
領
収
書
申
告
書
を
添
え
て

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

早

割

前

納

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で

す
が
、
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
方
法
の
こ
と
を

「
早
割
」と
い
い
ま
す
。

※
現
金
納
付
の
場
合
は
、
当
月
末
ま
で
に
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印（
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
）し
、
希
望
の
前
納
種

類
の
提
出
期
限
ま
で
に
金
融
機
関（
郵
便
局
を
含

む
）の
窓
口
、
ま
た
は
役
場
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
申
出
書
は
、
町
民
福
祉
課
町
民
生

活
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

早
割
は
月
50
円（
年
間
６
０
０
円
）お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
簡
単
で
す
。

６
カ
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
を
ま
と
め
て
納
め

る
前
納
は
さ
ら
に
お
得
で
す
。

６
カ
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
の
各
前
納
は
現

金
納
付
で
も
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
方
は
現

金
納
付
に
比
べ
て
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

免除申請・相談・問い合わせ

控除証明書に関するお問合せ

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26－7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144－36－6135

「ねんきんダイヤル」　☎0570－05－1165（年金事務所への相談予約）

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570－003－004
※050で始まる電話の方は、☎03－6630－2525（東京）へおかけください。

受付時間：月曜～金曜…８時30分～19時、第２土曜…９時～17時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日（金）～１月３日（水）まではご利用できません。

KOKUMIN NENKIN

平成29年度の国民年金保険料

月額16,490円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引があり、お得です。
納付が難しい方は、免除申請ができます。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
で
の
早
割
・
前
納
が
お
得
で
す割引額

振替方法 1回あたりの
納付額 1回あたり 2年分に換算 前納期間 提出期限 振替日

２年前納 378,320円 15,640円 15,640円 ４月～翌々年３月 ２月末 ４月末

１年前納 193,730円 4,150円 	 8,300円 ４月～翌年３月 ２月末 ４月末

６カ月前納 97,820円 1,120円 4,480円
４月～９月 ２月末 ４月末

10月～翌年３月 ８月末 10月末
当月末振替　
（早割） 16,440円 50円 1,200円 － 当月末
翌月末振替
(割引なし) 16,490円 － － － 翌月末
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お知らせ

町民福祉課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

建設課 土木グループ　☎ 27‒2451

コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課　企画調整グループ）

援助や配慮が必要な方を対象に、ヘルプマークおよびヘルプカードを配布します。
配布を希望される方は上記窓口までお越しください。

〇雪捨て場について
雪捨て場は右図のとおり、厚真川右岸の厚真浄化センター手

前（河川敷）に確保していますのでご利用ください。なお、搬入
の際はゴミや土砂などを混入しないようご協力お願いします。

〇除雪作業のときには
これから除雪の時期になります。町道や道道、歩道に車な

どの障害物を置かないようにお願いします。

町の広報活動について、皆さんの満足度や入手方法などを把握し、今後のより充
実した広報活動につなげるため、アンケートを実施しています。
回答いただいた方の中から、抽選で 60人にあつまスタンプ会が発行する 500円
分の商品券をプレゼントします。氏名・住所を記入いただいた方のみプレゼントの
対象ですが、記入いただかなくてもアンケートに回答できます。
選択式の簡単な内容ですので、ご協力お願いします。

トップページ＞町政情報＞広報＞厚真町広報活動アンケート2017
https://www.harp.lg.jp/DxlWI23G

町ホームページから
回答する

＜配布場所＞
①まちづくり推進課企画調整グループ ②総合ケアセンターゆくり（町民福祉課）
③青少年センター図書室 ④スポーツセンター ⑤上厚真支所
⑥まちなか交流館しゃべーる ⑦こぶしの湯あつま
※アンケート用紙は町ホームページからダウンロードすることもできます。
＜提出方法＞
①配布場所に持参する
②ファックス　☎27－2328
③郵送　 〒059－1692　京町120番地

まちづくり推進課企画調整グループ

アンケート用紙で
回答する

ヘルプマーク

援助や配慮を必要としていることが外見からは
分からない方が、着用することで周囲の方に配慮
を必要としていることを知らせたり、援助を得や
すくしたりするマークです。

対 象 者▷義足や人工関節を使用している方、身
体障がい、精神障がい、知的障がい、発達障がい、
内部障がいのある方、難病の方、妊娠初期の方な
どであって外見からは援助や配慮を必要としてい
ることがわかりにくい方
※配布に当たっては、手帳などの提示は不要ですが、
氏名や必要な理由（障がいの有無など）について、
受付時に記載していただく必要があります。

ヘルプカード

障がいがある人などの中には、自分から「困っ
た」となかなか伝えられない人がいます。特に、
災害時には、困りごとが増えることが想定されま
す。そういった障がいのある方などが困ったとき
に助けを求めるためのものです。「手助けが必要な
人」と「手助けできる人」を結ぶカードです。

対 象 者▷周囲から助けが必要なときにカードを
活用したい方

※ヘルプカードは、北海道保健福祉部障がい者保
健福祉課のホームページからダウンロードするこ
ともできます。

ご家庭で手軽に楽しくできる「寄せ植え」の講習会を開催します。
今回は多肉植物の寄せ植えを行います。お気軽にご参加ください。

日 時　12月21日（木）　13：30～
会 場　総合福祉センター（京町165－１）
講 師　梅原智哉氏（梅原商店）
人 数　20人（町内在住の方）
参 加 費　1,000円

持 ち 物　軍手
募集期間　12月18日（月）まで
申込方法　 電話でお申し込みください

（土曜・日曜・祝日を除く）

ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します

雪捨て場について

冬のガーデニング講習会を開催します

５分で簡単！抽選で商品券が当たる
厚真町広報活動アンケート２０１７

こぶしの湯あつま
無料入浴券の有効期限について

まちづくり推進課　企画調整グループ　☎ 27‒3179

産業経済課　経済グループ　☎ 27‒2486

厚真町やその近郊で働き手を募集している方、働きたい方向けに町
のホームページ内に求人情報を掲載しています。町内の企業・団体の
求人情報を随時受け付けています。働き手を探している方は、上記ま
でご連絡ください。
また、働く場所を探している方は、ぜひホームページをご覧くださ
い。

平成 18年度以前に配布された有効期限の明記されていない
無料入浴券（右図）は、平成 30年３月 31日をもって利用で
きなくなります。お持ちの方はお早めにご利用ください。
※その他の無料入浴券は、記載されている有効期限までご
利用いただけます。

・トップページ〔暮らしの便利帳〕＞ 求人情報
・トップページ〔しごと・起業〕＞  労働 ＞ 仕事を探す

産業経済課 経済グループ　☎ 27‒2486求人情報紹介をご利用ください

しごと・起業

くらしの便利帳

見本

回答期限　12月29日（金）
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安平・厚真行政事務組合のページ
＜問い合わせ＞
安平・厚真行政事務組合　☎22‒3151
町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26‒7871

◎ せん定枝の無料回収が11月で終了しました
　11月末日をもって、せん定枝の資源化回収が終了し、12月～翌年３月は『有料』
扱いになりますので、毎週火曜日にもやせるごみ用(赤色)の有料指定袋を巻きつ
けて、ステーション横にだしてください。

◎ 年末年始のごみ収集・自己搬入受入について
　年末年始の休みは、12月31日（日）から１月３日（水）までの４日間です。こ
の期間、収集および自己搬入の受入れは行いません。１月４日（木）から、ごみ収
集（生ごみ）と自己搬入受入を行います。

　地方債とは、一定の基準を満たす事業の財源として、
組合が国などから借り入れた長期的な借入金です。

※ 物品は、購入金額100万円以上を記載しています。

予算の執行状況  （平成29年９月30日現在）　単位：円

地方債の状況 組合財産状況

平成２９年度
財 政 状 況

地方自治法の規定に基づいて、平成29年９月30日現在の安平・厚真行政事務組合会計
の歳入歳出、財産、地方債の状況についてお知らせします。

平成２８年度
ごみ処理状況

平成28年度における、２町（安平町・厚真町）の皆さんが出されたごみの排出量や
リサイクルの状況、ごみ処理にかかった経費をお知らせします。

歳　　入 予算現額 収入済額 収入率（％） 備　　　　　考
分担金及び負担金 224,271,000 112,137,000 50.0 (内訳)安平町：72,315千円　厚真町：39,822千円
使用料及び手数料 27,845,000 12,861,600 46.2 ごみ処理手数料、大型ごみ処理券、有料指定ごみ袋売払等
財産収入 1,673,000 258,068 15.4 アルミ・スチール缶、鉄くず等売払い等
繰入金 2,574,000 0 0.0
繰越金 1,000 741,586 74158.6 平成28年度繰越金
諸収入 824,000 856,003 103.9 平成28年度再商品化合理化拠出金配当等
歳入合計 257,188,000 126,854,257 49.3

歳　　出 予算現額 収入済額 収入率（％） 備　　　　　考
議会費 168,000 27,600 16.4 組合議会経費
総務費 23,517,000 10,246,340 43.6 事務局職員人件費・事務費等、組合監査委員経費
衛生費 225,238,000 85,796,941 38.1 ごみ処理委託、処理場維持管理費、苫小牧市広域負担金等
公債費 7,265,000 3,631,712 50.0 施設整備のため国からの借入金の償還
予備費 1,000,000 0 0.0
歳出合計 257,188,000 99,702,593 38.8

区　分 平成29年9月30日現在残高
一般廃棄物処理事業債

最終処分場適正閉鎖事業
（H15－16）およびストック
ヤード施設整備事業（H21
－22）の償還

27,495千円

建　 物 2,264.12 ㎡

塵芥（じんかい）処理場
洗車場汚水処理設備
ストックヤード（キャノピー）
有機物供給センター
保管庫

物　 品 車両４台

公用車
ホイールローダー
油圧ショベル
フォークリフト

基　 金 341,33千円 廃棄物処理施設整備基金

安平町・厚真町における過去５年間の家庭系および事
業系のごみ排出量と人口の推移はグラフ１のとおりです。　

平成 28 年度は前年度と比べ、総排出量で６８トン減
少しました。　

平成 25 年７月より家庭ごみ有料化が開始され、直前
の６月までは『もやせるごみ』『もやせないごみ』が前年
比で大幅に増加しましたが、以降は皆さまのご協力によ
り減少傾向にあります。これからも、ごみの減量にご協
力をお願いします。

排出されるごみのうち、資源化される割合をリサイク
ル率と定め、平成 28 年度のリサイクル率は 32.4％で、
内訳は右表のとおりです。

25 年７月からの有料化とともに紙類・せん定枝の収
集が始まり、『もやせるごみ』や『もやせないごみ』か
ら資源回収への移行が進んだ結果がリサイクル率の増加
に表れています。

リサイクルすることは、限りある資源を有効に活用す
るとともに、経費の節減にもなりますので、引続き資源
化の取り組みにご協力をお願いします。

平成 28 年度のごみ処理経費の総額は、233,390
千円で内訳はグラフ２のとおりです。

ごみの収集運搬経費、ごみの焼却・埋立・資源化な
どを行うごみ処理経費、組合の処理場の維持管理経費
および人件費等が直接ごみ処理に要した経費で、ごみ
１トンあたり約 64 千円、住民 1 人あたりで計算する
と、約 18 千円となります。

〔グラフ２　平成28年度ごみ処理経費の内訳〕

〔グラフ１　ごみ排出量・人口推移〕

平成28年度総排出量　3,632トン（対前年度比 68トン減少）

安平町 厚真町
家庭系ごみ（㌧）事業系ごみ（㌧） 人　口（人） 家庭系ごみ（㌧）事業系ごみ（㌧） 人　口（人）

H24 1,915 1,008 8,810 1,082 265 4,819
H25 1,935 957 8,679 1,065 268 4,741
H26 1,587 929 8,581 899 241 4,708
H27 1,612 901 8,510 927 260 4,720
H28 1,563 878 8,322 906 285 4,681

H24 H25 H26 H27 H28

ご
み
の
種
類（
㌧
）

鉄 く ず 98 128 51 54 57 
紙 パ ッ ク 2 3 3 3 2 
ペ ッ ト ボ ト ル 37 33 39 32 40 
び ん 104 92 101 95 102 

缶 88 99 74 67 72 
生 ご み 堆 肥 化 183 179 171 169 157 
古 紙 類 559 718 508 524 604 
プ ラ ス チ ッ ク 168 190 194 181 182 
小型電子・電気機器 10 10 6 9 11 
紙 類 94 139 133 132 
せ ん 定 枝 12 12 27 11 

リサイクル率（%) 26.3 25.8 31.5 31.2 32.4 

ごみの排出量

資源化の推移

ごみの処理経費

お知らせ

37.8％

34.5％

18.0％

  9.6％
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国連が定めた「世界津波の日」の11月5日に、内閣府と北海道・厚真町の
共催で、平成29年度厚真町地震・津波防災訓練を実施しました。
訓練は、町内で大規模地震による津波が発生した場合を想定。午前9時に

緊急地震速報が防災行政無線を通じて流れ、全町民を対象に姿勢を低くし、
身を守るシェイクアウト訓練が行われました。その後、大津波警報が発令さ
れると3カ所の避難所には計150人の町民が集まり、いざという時に備え災
害時の行動を確認していました。
避難所の１つの上厚真小学校では、陸上自衛隊の炊き出し訓練やダンボー

ルを使った間仕切りベッド、簡易トイレの使い方が体験できる訓練、災害を
想定した図上訓練などが行われました。
訓練に参加した厚和自治会長の内山豊さん(67歳)は「避難が遅れると津波によっては川が溢れ、避難できな

い人がいるのではないかと心配になりました。早く逃げることができる避難ルートを確認した方がいいと感じま
した」と話していました。

「世界津波の日」に
地震・津波防災訓練を実施5

6

日

日
元町収入役の石山誠一郎さん（新町・76歳）が瑞宝双光章を受章され、宮

坂町長に受章の報告を行いました。
石山さんは、昭和35年から36年余の長きにわたり、町役場に奉職。平成

８年12月から２期８年間、町収入役に就任し、多方面にわたり地方自治の振
興に尽力、地域の発展に寄与されました。
役場を訪れた石山さんは「このような章をいただくことができ、感激しま

した。身に余る光栄です」と述べていました。

元町収入役の石山誠一郎さんが
瑞宝双光章を受章

町国民健康保険運営協議会前会長の松平功さん（高丘・76歳）が北海道国
民健康保険団体連合会表彰を受賞し、役場で宮坂町長から表彰状が伝達され
ました。
松平さんは平成12年10月から16年間、同協議会会長として務められ、国

民健康保険事業の健全な運営と推進向上に尽力。その功績から今回受賞され
ました。松平さんは「今回の受賞は関係機関や役員の皆さんのご指導のおか
げです」と話していました。

さまざまな分野で最先端を行く経営者と、地域におけるビジネスの可能性
を研究する場、厚真町ローカルモーカル研究会が総合ケアセンターゆくりで
開催されました。
第２回目となる今回の講師は、長野県にある有限会社トップリバーの嶋崎

秀樹代表取締役。農産物の生産・販売に加え、農業従事者の育成・指導を行
う嶋崎さんは、“経営を意識した農業”や“後継者育成”といったテーマに言
及し、町内外から参加した約30人の関心を集めていました。

松平功さんが
北海道国民健康保険団体連合会表彰を受賞

農業で稼ぐ！
厚真町ローカルモーカル研究会201711日

あつま
11月の

Town News

24

14

2４

1425

日

日

日

日

日

ハスカップ栽培の新たな担い手の育成や生産量の増加を図るため、11月14
日・15日、高丘地区の大型開発跡地の１ヘクタールにハスカップの苗木841
本を植栽しました。植栽にはＪＡとまこまい広域厚真町ハスカップ部会（長谷
誠良会長）の会員や地域おこし協力隊農業支援員ら２日間で延べ４０人が参加。
「あつまみらい」や「ゆうしげ」などの７品種を植えました。
今後は、新規就農者や移住者などにハスカップの栽培方法などを教える研修
の場としても活用する予定です。

障がいのある子どもやその家族とボランティアらが、楽しい体験を通して交
流する1泊2日のイベント「いけまぜ夏フェス」の開催地実行委員会設立総会
が総合福祉センターで開催されました。
このイベントは、札幌市にあるＮＰＯ法人障がい児の積極的な活動を支援す
る会にわとりクラブ（高橋義男理事長）が主催。全道各地で開催され来年で
20回目を迎えます。総会では、開催地実行委員長に町社会福祉協議会の種部
健一会長が選出されました。イベントは来年8月4日、5日に町内で開催予定で
す。

起業家を発掘・育成するのためのプログラム、厚真町ローカルベンチャー
スクールの最終選考会が11月25日・26日の２日間、本郷マナビィハウスで行
われました。
10月に行われた一次選考を通過した４人のエントリー者は、考えてきた事
業プランを発表。専門家や役場職員との活発な意見交換が行われました。

高丘地区大型開発跡地に
ハスカップ841本を植栽

いけまぜ夏フェス2018 in あつま
開催地実行委員会設立総会

ハスカップファーム山口農園が
コープさっぽろ農業賞 北海道知事大賞受賞

厚真町ローカルベンチャースクール
最終選考会を開催

消費者が応援したい生産者を選ぶ第10回コープさっぽろ農業賞で、最高賞
の北海道知事大賞に選ばれたハスカップファーム山口農園（宇隆）の山口善紀
代表（46歳）が役場を訪れ、宮坂町長へ受賞の報告を行いました。
同賞は、北海道の安心・安全な「食」を提供している生産者や、消費者との
交流に積極的に取り組む生産者を応援するため2004年に創設。
受賞理由は長年ハスカップの選抜育種を行い、２種類の品種登録。町内生産
者に苗木を販売、増殖するなどハスカップ産地づくりに貢献したこと、加工品
や移動販売車など６次産業化に取り組んでいることなどが評価されました。
役場を訪れた山口さんは「果樹農家として北海道知事大賞を受賞するのは、
初めてのことだと聞いて、驚きました。今後は生産者と生産量を増やし、新し
い商品の開発にも挑戦して、身近にハスカップを感じてほしい」と喜びを語っ
ていました。

主催者あいさつをする高橋理事長
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厚真郵便局 ☎27－2661
窓 口  休み  12月30日（土）～１月３日（水）

ＡＴＭ 12月30日（土）…９：00～14：00稼働
 休み  12月31日（日）～１月３日（水）

上厚真郵便局 ☎28－2360
窓 口  休み  12月31日（日）～１月３日（水）　

ＡＴＭ 12月31日（日）…９：00～17：00稼動
１月１日（月）～３日（水） …９：00～14：00稼動

軽舞郵便局 ☎28－2451
窓 口  休み  12月30日（土）～１月３日（水）

ＡＴＭ 12月30日（土）…９：00～12：30稼動
 休み  12月31日（日）～１月３日（水）

苫小牧信用金庫
厚真支店 ☎27－2236 窓 口

ＡＴＭ  休み  12月30日（土）～１月３日（水）

農協厚真支所
☎27－2241

窓 口  休み  12月30日（土）～１月３日（水）

ＡＴＭ 12月30日（土）…９：00～13：00稼動
 休み  12月31日（日）～１月３日（水）

農協上厚真ATM ＡＴＭ 12月30日（土）…９：00～13：00稼動
 休み  12月31日（日）～１月４日（木）

あつまクリニック ☎27－2422  休み 12月29日（金）午後～１月３日（水）
厚真歯科 ☎27－2912  休み 12月29日（金）午後～１月４日（木）
桂歯科クリニック ☎26－7888  休み 12月29日（金）午後～１月４日（木）

あつまバス

☎27－2311

 路線バスは通常運行

ハイヤー
12月30日（土）…8：30～17：00運行
 休み 12月31日（日）～１月３日（水）
１月4日（木）、５日（金）…8：00～20：00運行

循環福祉バス「めぐるくん」  休み  12月31日（日）～１月２日（火）

ごみ収集・自己搬入 ☎22－3151  休み  12月31日（日）～１月３日（水）
し尿くみ取り ☎42－2120  休み  12月30日（土）～１月８日（月）

12月31日（日）～１月３日（水） （株）矢部建設 ☎27－2178
１月４日（木）～１月８日（月） （有）木本建設 ☎090－3392－0966

町の機関

病　院

交　通

郵便・金融

ごみ・くみ取り

水道凍結時の連絡先

年末年始ガイド公共施設等

平成 30 年度
厚真町臨時職員を募集します

2017.11 16

３
こども園つみき・宮の森こども園
①保育士 ②保育補助員
③代替保育士 ④代替保育補助員 〔各若干名〕

応募資格 保育士の資格を有する方か資格取得見込みの方、
または保育業務に関心のある方

時 間 ①②7時30分～18時30分のうち7時間45分
③④7時45分～18時のうち指示した時間

勤 務 日 ①②日曜・祝日を除く週6日間のうち5日間
③④町が指示した日

賃 金
①月額156,800円～※（賞与あり）
②月額149,300円（賞与あり）
③④（有資格者）時給970円
③④（無資格者）時給900円

勤務期間
①②�平成30年4月1日～平成30年9月30日�
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

③④平成30年4月1日～平成31年3月31日

６ 厚真子育て支援センター・厚南子育て支援センター
①保育士〔若干名〕　 ②保育補助員〔若干名〕

応募資格 保育士の資格を有する方か資格取得見込みの方、
または子育て支援業務に関心のある方

時 間 ①8時30分～17時30分のうち7時間45分
②8時30分～17時30分のうち指示した時間

勤 務 日 ①土曜・日曜・祝日を除く毎日
②土曜・日曜・祝日を除く日で町が指示した日

賃 金 ①月額156,800円～※（賞与あり）
②（有資格者）時給970円
②（無資格者）時給900円

勤務期間 ①�平成30年4月1日～平成30年9月30日�
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）
②平成30年4月1日～平成31年3月31日

４ こども園つみき・宮の森こども園・厚南児童会館
清掃員〔若干名〕

応募資格 健康で熱意のある方
時 間 1日2時～4時間
勤 務 日 日曜・祝日を除く日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成30年4月1日～平成31年3月31日

２ 臨時事務職員〔各部署１名〕

勤 務 先

・町民福祉課（町民生活グループ）
・まちづくり推進課（町史編さん）
・産業経済課（観光振興）
・上厚真支所
・�教育委員会（社会教育グループ、遺跡発掘事業、　
スポーツセンター）

応募資格 普通自動車免許を有していてパソコン（文書作成
ソフト・表計算ソフト）を操作できる方

時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額149,300円（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

１ 臨時職員労務管理員〔１名〕
勤 務 先 総務課

応募資格
過去に社会保障制度の業務に従事経験があり、社
会保険、厚生年金等、社会保障制度に精通してい
る方

時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額156,800円～※（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

５ こども園つみき・宮の森こども園
①調理員〔１名〕　②調理員補助員〔若干名〕

応募資格 調理師免許を有する方か取得見込みの方、または
調理業務に関心のある方

時 間 ①７時30分～18時30分のうち7時間45分
②8時00分～17時00分のうち業務発生時

勤 務 日 ①日曜・祝日を除く週6日間のうち5日間
②日曜・祝日を除く週6日間のうち指示した日

賃 金 ①月額149,300円（賞与あり）
②時給880円

勤務期間
①�平成30年4月1日～平成30年9月30日�
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）
②平成30年4月1日～平成31年3月31日

次のページへ続きます

役場 ☎27－2321  休み  12月30日（土）～１月8日（月）
上厚真支所・厚南会館 ☎28－2311  休み  12月30日（土）～１月8日（月）
総合福祉センター ☎27－2327  休み  12月30日（土）～１月8日（月）

総合ケアセンターゆくり
☎26－7871

 休み  12月30日（土）～１月8日（月）
※戸籍窓口は１月４日（木）のみ開庁…8：30～17：30

（戸籍・住民基本台帳に関する諸証明の交付）
　〃　　　訓練室  休み  12月30日（土）午後～１月8日（月）
青少年センター・創作館 ☎27－2495  休み  12月30日（土）～１月8日（月）
スポーツセンター
スタードーム ☎27－3775 30日（土）…17：00で閉館

 休み  12月31日（日）～１月５日（金）

こぶしの湯あつま
※レストランの最終時間は
ラストオーダーの時間です

☎26－7126

12月31日（日） 日帰り入浴　10：00～18：00
レストラン　休み１月１日（月）

１月２日（火） 日帰り入浴　10：00～20：00
レストラン　11：30～19：30１月３日（水）

まちなか交流館しゃべーる ☎29－7022  休み  12月31日（日）～１月３日（水）
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７ 地域包括支援センター　保健師〔１名〕
応募資格 保健師の資格を有する方
時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額189,400円～※（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

８ 地域包括支援センター　看護師〔１名〕

応募資格 地域ケア、地域保健などに関する経験があり、看
護師の資格を有する方

時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額179,200円～※（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

９ 地域包括支援センター　介護支援専門員〔１名〕
応募資格 介護支援専門員の資格を有する方
時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額156,800円～※（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

10 健康推進グループ　保健師〔１名〕
応募資格 普通自動車免許を有していて、保健師資格を有す

る方
時 間 9時～16時のうちの6時間
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く週2～3日程度
賃 金  時給1,110円～※
勤務期間 平成30年4月1日～平成31年3月31日

11 大沼野営場　管理人〔１名〕
応募資格 普通自動車免許を有する方
時 間 1日4時間
勤 務 日 5・10月…10日間　6月～9月…月23日間
賃 金 時給1,050円
勤務期間 平成30年5月1日～平成30年10月31日

12 本郷こぶしの湯前広場　清掃員〔１名〕
応募資格 健康で熱意のある方、普通自動車免許を有する方
時 間 1日1時間30分以内（月42時間以内）
勤 務 日 町の指示した日（月26日）
賃 金 時給860円
勤務期間 平成30年4月15日～平成30年10月31日

13 公園等維持管理業務〔５名〕
応募資格 普通自動車免許（AT限定不可）を有する方
時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額178,200円～（賞与あり）
勤務期間 平成30年4月1日～平成30年11月30日

14 各小中学校スクールバス
①運行業務運転手〔２名〕②代替運転手〔若干名〕

応募資格 大型自動車免許を取得している方
時 間 6時30分～18時30分のうちの7時間45分

勤 務 日 ①土曜・日曜・祝日を除く毎日
②町が指示した日

賃 金 ①月額178,200円（賞与あり）
②日額 8,300円

勤務期間
① 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）
②平成30年4月1日～平成31年3月31日

15 学校給食センター
①調理員〔７名〕　②代替調理員〔若干名〕

応募資格 調理師免許を有する方、または取得見込みの方
時 間 7時45分～16時30分

勤 務 日 ①土曜・日曜・祝日を除く毎日
②町が指示した日

賃 金 ①月額149,300円（賞与あり）
②日額6,665円

勤務期間
① 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）
②平成30年4月1日～平成31年3月31日

16 学校給食センター
①配送車運転手〔２名〕　②代替配送運転手〔若干名〕

応募資格 普通自動車免許を有する方
時 間 通常 10時～15時、週1回 10時～16時

勤 務 日 ①土曜・日曜・祝日を除く毎日
②町が指示した日

賃 金 時給1,090円
勤務期間 ①②平成30年4月1日～平成31年3月31日

17 学校給食センター　清掃員〔１名]
時 間 7時～10時
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成30年4月1日～平成31年3月31日

18
厚真地区・厚南地区　放課後児童クラブ
①支援員（月額者）②支援員（時給者）
③代替支援員〔①若干名　②③合計12名〕

応募資格

（イ）放課後児童支援員、保育士、社会福祉士、
児童厚生員、幼稚園・小学校・中学校・高等学校
教諭等の資格を有する方か取得見込みの方
（ロ）放課後児童クラブ（学童保育）等の業務に2
年以上従事した経験のある方、または4年制大学
において社会福祉学、心理学、教育学、社会学、
芸術学もしくは体育学を専修する学科またはこれ
らに相当する課程を修めて卒業した方　
（ハ）放課後児童クラブ（学童保育）の業務に関
心のある方
※ただし、 ①への応募は（イ）または（ロ）を満
たしている必要があります

時 間

① 平　　日 11時～18時30分のうち5時間45分
　 学校休日 7時30分～18時30分のうち5時間45分
　（5時間45分を超えて勤務する場合は別途支給）
②③平　　日 13時～18時30分のうち指示した時間
　　学校休日  7時30分～18時30分のうち指示した時間

勤 務 日 ① 日曜、祝日を除く週6日間のうち5日間
②③ 日曜、祝日を除く週6日間のうち指示した日

賃 金
① 132,950円～※（賞与あり）
②③（イの資格を有する方）970円
②③（ロ、ハに該当する方）900円

勤務期間
①  平成30年4月1日～平成30年９月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

②③平成30年4月1日～平成31年3月31日

19 放課後子ども教室　指導員〔１名〕

応募資格
・ 児童の体験活動に関し、専門的な知識と技能を
有する方

・ 普通自動車免許を有していて、パソコン（文書
作成ソフト・表計算ソフト）を操作できる方

時 間 8時30分～17時30分のうちの7時間45分
勤 務 日 土曜・日曜・祝日を除く毎日
賃 金 月額179,200円～※（賞与あり）

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

20 スポーツセンター　管理人〔２名〕
応募資格 健康で熱意のある方

時 間
月曜～金曜（交代制）14時30分～21時30分
土曜（14時30分で交代）8時30分～21時30分
日曜、祝日（交代制）8時30分～17時30分

勤 務 日 シフト制
賃 金 時給860円

勤務期間 平成30年4月1日～平成30年9月30日
（平成31年3月31日まで更新の場合あり）

21 スポーツセンター　清掃員〔１名〕
応募資格 健康で熱意のある方
時 間 8時～11時30分
勤 務 日 日曜・祝日を除く毎日
賃 金 時給860円
勤務期間 平成30年4月1日～平成31年3月31日

応募にあたって

応募方法　 履歴書（写真貼り付け）と、応募に際し資格を必要とするものについては、資格証明書または
資格取得見込み証明書を添えて、下記へ提出（郵送可）してください。
なお、履歴書には必ず希望職種を明記してください。    

応募期限　平成 30年 1月 19日（金）必着（郵送の場合は、同日消印のあるものまで有効）  

選 考 等　選考は面接または書類選考となりますので、後日通知します。

勤務条件　 ※印の賃金については、経験年数により換算があります。
勤務期間については、延長更新する場合があります。
応募がない職種または選考の結果によっては、任意採用する場合があります。 
社会保険などは、健康保険法、厚生年金保険法および雇用保険法に基づいて適用されます。

応募・問い合わせ
総務課総務人事グループ（〒059-1692 京町120番地　☎27-2322　内線214）

平成 30 年度厚真町臨時職員募集
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防災の ページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課研修防災グループ ☎ 27-2322

第８回 避難について

町では、防災行政無線（災害情報や町からのお知らせが放送されます）を無償貸与しています。

大地震や風水害などの災害が発生し、家屋にとどまることが危険な状態になった
場合は、落ち着いてすばやく避難する必要があります。 •応募方法

履歴書（写真貼り付け）と、資格証明書（コピー
可）を添えて、提出（郵送可）してください。

•応募期限
12月20日（水）

•応募・問い合わせ
教育委員会 社会教育グループ(☎27-2495)
〒059-1601　京町165－１

職種：放課後児童クラブ支援員・代替支援員〔若干名〕
（平成30年1月から勤務開始）

災害の危険が迫って避難が必要になった場合に、避難に関する情報が発令さ
れます。３種類の情報は状況の深刻度に応じて発令され、各情報に応じた避難
行動が求められます。

応募期間　平成30年２月28日(水)まで

応募条件：応募期間中に、厚真町の景色や風景を撮影した写真に「#atsumalover」のハッシュタグをつ
けて投稿し、町公式インスタグラムアカウント「atsumalover」もしくは町公式フェイスブックページを
フォローしていただいた方が対象です。 非公開アカウントからの投稿の場合、対象外ですのでご注意く
ださい。投稿いただいた写真は、町がシティプロモーションの一環として無償で活用させていただく場合
があります。2次利用に承諾いただける方のみ応募をお願いします。

○ＳＮＳアカウントをお持ちでない場合
以下の内容を記載してメールで応募ください。町公式インスタグラムから代理投稿します。

１.題名　あつまラバー応募
２.本文　�お名前（投稿時に使用します）・撮影場所・撮影時期・撮影時間帯・シーンの説明・

写真を添付(10MB以下)
▷メールアドレス：town.atsuma@gmail.com

①町公式SNSアカウントをフォローする
・インスタグラム
アカウント名「atsumalover」
・フェイスブック
アカウント名「@atsumatownhokkaido」
※どちらかのアカウントをフォローしてく
ださい。両方からの参加もできます。

②ハッシュタグをつけて投稿する
ハッシュタグ「＃atsumalover」をつけて
インスタグラムまたはフェイスブックに投
稿してください。

※必ずしも、順番通り（①⇒②⇒③）に発令されるとは限らないので、ご注意ください。また、
これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を開始してください。

町から住民の皆さまへ避難情報を発令する際には、
以下の方法で情報伝達を行います（災害時の状況等に
より異なる場合があります）

11 月５日に実施した「平成 29 年度厚真町地震・津波防災訓練」で、緊急時に
使用する「緊急一括放送」という種別で防災行政無線の放送を行いました。
「緊急一括放送」を行った場合、全ての戸別受信機に放送内容が録音される仕組

みとなっており、未再生の録音放送がある場合にオレンジ色に点滅します。
戸別受信機がオレンジ色に点滅している場合は、「再生」を押してください。録

音された放送の再生が終了するとオレンジ色の点滅が消えます。

防災行政無線（戸別受信機）のオレンジ色の点滅について

危険な状況での避難はできるだけ避け、安全の確保
を第一に考えてください。危険が切迫している場合は、
指定された避難所への移動（立ち退き避難）だけでは
なく、近隣の安全な建物などへの避難や、屋内のより
安全な場所への移動（屋内安全確保）が必要な場合も
あります。
（例）
・�夜間や急激な降雨で避難路上の危険箇所がわかり

にくい。
・ひざ上まで浸水している
・浸水は２０cm程度だが、水の流れが速い　など

問い合わせ　まちづくり推進課　企画調整グループ　☎27-3179 

①防災行政無線
②緊急速報メール
③町公式ホームページ
④町公式Facebook
⑤Ｌアラート（テレビに表示されます）

避難情報について　

避難情報の伝達方法について　 命を守るための避難行動を！！　

名　　称 発令時の状況 とるべき行動

①避難準備
　高齢者等避難開始

避難勧告や避難指示（緊急）
を発令することが予想され
る場合

・�避難に時間を要する人（高齢の方、障害のある方、乳幼児な
ど）とその支援者は避難を開始してください。

・その他の人は、避難の準備をしてください。

②避難勧告
災害による被害が予想され、
人的被害が発生する可能性
が高まった場合

・速やかに避難所へ避難をしてください。
・�外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、

近くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に
避難をしてください。

③避難指示（緊急）
災害が発生するなど状況が
さらに悪化し、人的被害の危
険性が非常に高まった場合

・�まだ避難をしていない人は、緊急に避難場所へ避難をして
ください。

・�外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、
近くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に
避難をしてください。

応 募 資 格 保育士、教員、児童厚生員の資格を有する方
または放課後児童クラブに熱意のある方

勤 務 時 間
勤 務 日

・月曜～金曜日
13時～18時30分のうち指定した時間
・土曜日、学校休業日
8時～18時30分のうち指定した時間
日曜・祝日・年末年始は休み

賃 金 時給　970円（有資格者）
時給　890円（無資格者）

勤 務 期 間 平成30年１月6日～平成30年3月31日
そ の 他 社会保険などは、法律に基づき適用

臨時職員募集

#ATSUMA LOVER < あつまラバー >
厚真町の愛すべきコトやモノの写真を募集しています。
入賞作品には、厚真町の特産品をプレゼント！
初開催の企画ですので、たくさんのご応募お待ちしています。

応募方法

＃ATSUMA LOVER　<あつまラバー>　特設サイト
http://town.atsuma.lg.jp/viewpoint/
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屋外スポーツ大会
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活動内容 研修農場や町内の農家さんのもとで
農業を勉強中です。

地域おこし協力隊　農業支援員

角
かく
地
ち
　渉

わたる

さん（36歳）

>最近はどんな活動をしていますか？
おもに旧富野小学校の担い手研修農場で野菜を

栽培しています。今年はホウレンソウや大根を市
場に出荷することができました。
人手の足りない農家さんのお手伝いに行くこと

もあります。同じ野菜でも育て方は人それぞれな
ので、いろいろな農家さんの技術を学ばせてもらっ
ています。
>厚真町での生活には慣れましたか？
こども園に通っている息子も、友達ができて楽

しそうに過ごしています。もうすぐ２人目の子ど
もが産まれるので、さらに賑やかになりそうです。

>今後の活動や目標について教えてください。
任期も半分が過ぎました。農業の知識や経験を

積むことと同時に、就農に向けた準備も進めてい
きたいです。
ホウレンソウなど、施設野菜での就農を予定

しているので、今のうちから資材や設備を集めて
いきたいです。不要になったパ
イプハウスや、その他の農業資
材・機械などがありましたら、
お声がけいただけると大変嬉し
いです。ちなみに、トラクター
も探しています。（笑）
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厚高インフォメーション Atsuma High school Information 

10月の厚高ライフ
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私たちのクラスは男子 12 人、女子 2人、計 14 人です。
いつも明るく、活気があり、とても仲が良いクラスです。 
今年の学校祭は、最後の中学校生活ということもあり、今

までよりも力を入れて練習に励みました。その結果、合唱部
門では最優秀賞を勝ち取ることができました。これは学級全
体が 1つの目標に向かい、皆が力を合わせることができたか
らだと思います。 
私たちの学級では「自律する・勉強に励む・体力をつける・

感謝する」という、4つの目標を掲げています。その中で大
切なものはもちろん、勉強に励むことですが、それよりも、
高校に進学することを許してくれ、いつも私たちを応援して
くれる親や、毎日、熱心に勉強を教えてくれる先生方に感謝
の気持ちをもつことが 1番大切だと思っています。受験まで
残り時間は少ないですが、勉強をしっかりと行い、今この時
間を大切に過ごしていきたいです。そして、お互い切

せ っ さ た く ま
磋琢磨

し、全員で第一志望校に合格できるように努力していきたい
です。厚南中を卒業しても、このクラスで本当に良かったと
言い合えるクラスにしていきたいです 

書いてくれたのは…

西
にし
舘
だて
　賢

けん
哉
や
くん
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ぼくのぼくの
わたしのわたしの

持
も

りました。
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献血にご協力ください

健　康　情　報
今月の担当

栄 養 士  石
いし

村
むら

　江
え

里
り

香
か

塩 味 と ス ト レ ス の
意 外 な 関 係

厚南会館運動教室の開催について
３月まで毎月１回、厚南会館にて運動教室を開催しています！

定期的に体を動かし、丈夫な身体を作ましょう。
参加希望の方は下記までお申し込みください。皆さんの参加をお待ちしています。

今年度は全国的にワクチンの供給数が少なく、接種
時期が例年より遅くなる可能性があるため、実施期
間を延長変更します。

実施期間：１月31日（水）まで
※上記期間内であれば、町外で接種した場合も助成対象となります。下記までお問い合わせください。

問い合わせ　町民福祉課　健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26－7871

問い合わせ　町民福祉課　健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26－7871

＜申し込み・問い合わせ＞
町民福祉課 健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26－7871

※どちらか１つのプログラムだけの参加も可能です。

〔1月の開催日〕１月25日（木）　〔会場〕厚南会館　大集会室

　先日子どもたちに「今年の
クリスマスは休みだからケー
キを作るよ！それも濃厚チー
ズケーキ!！」と伝えると即
却下されました。いちご安く
ならないかなぁ…
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「
仕
事
終
わ
り
の
ビ
ー
ル
は
お

い
し
い
！
」「
疲
れ
た
と
き
は
甘

い
も
の
が
い
い
ね
」
な
ど
、
心
身

の
状
態
が
味
覚
を
左
右
す
る
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
。
で
は
、
塩
味

の
感
じ
方
が
変
わ
る
の
は
ど
ん
な

と
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
身
体
的
な
も
の
、
精

神
的
な
も
の
、
一
時
的
な
も
の
、

慢
性
的
な
も
の
…
あ
ま
り
に
も
落

ち
込
ん
だ
と
き
に
は
好
物
で
す
ら

お
い
し
い
と
思
え
な
か
っ
た
り
、

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
食
べ
る
と
、

な
ん
で
も
ま
ず
く
感
じ
た
り
と

い
っ
た
経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

「
お
い
し
い
・
ま
ず
い
」
は
、

甘
味
・
塩
味
・
酸
味
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
味
覚
は
、
実
は
受
け
る
ス
ト

レ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
反
応
を
し
ま
す
。
甘

味
・
塩
味
・
酸
味
に
つ
い
て
の
実

験
結
果
に
よ
る
と
、
塩
味
に
は
身

体
的
ス
ト
レ
ス
よ
り
も
精
神
的
ス

ト
レ
ス
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

重
要
な
の
は
、『
こ
れ
ら
の
反

応
が
な
に
を
意
味
し
て
い
る
か
』

で
す
。
塩
味
で
特
に
重
要
な
の
は

ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
が
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
は
生
体
内
で
予
備
的
に
蓄
え
て

お
け
る
量
が
と
て
も
少
な
く
、
わ

ず
か
な
過
不
足
で
も
細
胞
の
機
能

に
直
接
影
響
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

体
内
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
不
足
す
る

と
塩
に
対
す
る
強
い
欲
求
が
起
こ

り
、
敏
感
に
塩
味
に
反
応
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
の
塩

味
は
「
お
い
し
い
味
」
で
す
。

一
方
、
体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

十
分
に
足
り
て
い
る
と
き
に
は
、

そ
れ
ほ
ど
塩
味
を
お
い
し
い
と
は

感
じ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
し
ょ
っ

ぱ
い
！
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

反
応
に
な
り
ま
す
。

で
は
、「
減
塩
に
は
ス
ト
レ
ス

が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
の
で

し
ょ
う
か
。
い
い
え
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

味
の
評
価
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
ス
ト

レ
ス
も
し
く
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

血
圧
の
上
昇
に
よ
っ
て
ア
ル
ド
ス

テ
ロ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
た
結
果
、
腎
臓
で
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
再
吸
収
が
促
さ
れ
た
た
め
な

の
で
す
。
つ
ま
り
、
塩
の
摂
取
以

外
の
原
因
で
血
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

濃
度
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
と
て
も
歓

迎
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。さ

ら
に
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、

た
と
え
一
時
的
な
ス
ト
レ
ス
で

あ
っ
て
も
、「
塩
味
に
敏
感
に
な

る
体
験
」を
何
度
も
く
り
返
せ
ば
、

し
だ
い
に
そ
の
「
ち
ょ
っ
と
塩
辛

い
味
」
に
慣
れ
て
、
そ
れ
が
そ
の

人
の
「
い
つ
も
の
味
」
に
な
っ
て

し
ま
い
、
ス
ト
レ
ス
の
有
無
に
関

係
な
く
、
塩
味
嗜
好
が
強
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

そ
の
結
果
、
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
危

険
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

「
あ
れ
？
な
ん
だ
か
い
つ
も
よ

り
塩
辛
く
感
じ
る
ぞ
」
と
い
う
と

き
に
は
、
そ
の
背
景
に
も
し
か
し

た
ら
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
ふ
り
返
り
ま
し
ょ
う
。
で

き
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
と

り
除
い
て
正
常
な
味
覚
を
保
つ
こ

と
が
、
減
塩
を
考
え
る
場
合
に
も

大
切
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

味
覚
ご
と
に
違
う

ス
ト
レ
ス
へ
の
反
応

減
塩
へ
の
影
響
は
…

味
覚
を
安
定
さ
せ
て

本
来
の
役
割
を
発
揮
さ
せ
よ
う
！

精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

塩
味
へ
の
影
響

○
疲
れ
が
た
ま
る
と
、
ど
の

味
覚
に
影
響
す
る
？

→
慢
性
的
な
心
身
の
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
人
は
、
塩
味
を
感

じ
や
す
く
な
る
。（
※
個
人
差

が
あ
り
ま
す
）

○
一
時
的
な
緊
張
で
も
塩
味

を
感
じ
や
す
く
な
る
？

→
急
性
的
な
精
神
の
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
人
は
、
塩
味
を
感

じ
や
す
く
な
る
。（
※
個
人
差

が
あ
り
ま
す
）

時　間 内　容

10：00～10：40
生活筋力向上ゆっくりプログラム
ゆっくりとした筋力運動を行い、バランス脳力向上や肩の痛み改善・腰痛予防・
首や背中の凝り解消・むくみ解消など、さまざまな効果が得られます。
○持ち物：タオル・室内用運動靴

10：50～11：30
レッスンプログラム体験（ヨガ）
呼吸と姿勢、瞑想（めいそう）を組み合わせて、心身の緊張をほぐし、心の安
定とやすらぎが得られます。
○持ち物：タオル・室内用運動靴・ヨガマット（お持ちの方のみ）

インフルエンザ予防接種
実施期間の延長について

１月30日（火）
①総合ケアセンターゆくり（10：00～11：45、13：15～14：15）
②厚南会館（15：00～16：00）
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新年の予防接種受付開始
１月９日㈫～

年末年始のお休み
12月29日㈮午後～1月3日㈬

年末年始のお休み
12月30日㈯午後～1月3日㈬

保健の掲示板 1月

①Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

（初回）27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20週～24週あけて１回

②ヒブ
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後２カ月～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７カ月～13カ月に１回

③小児肺炎球菌
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後２カ月～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）�生後12カ月～15カ月（初回後60日以上あけて

１回）
④四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３カ月～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後３カ月～12カ月に20日～56日あけて３回
（追加）初回後12カ月～18カ月に１回

⑤日本脳炎

対 象
３歳～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは町
保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６日～28日あけて２回
（１期追加）４歳：��１期初回（２回）終了後の約１年後

に１回
（２　　期）９歳：１回

⑥水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12カ月～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12カ月～15カ月未満に１回
(追加)初回後６カ月～12カ月後に１回

①～⑥共通
日 程 毎週月曜～金曜※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
接種場所 あつまクリニック
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

⦿ 随時受付している予防接種

ＢＣＧ

対 象
生後５カ月～１歳未満
※ヒブ・肺炎球菌・四種混合の初回３回終了してか
らの接種

接 種 場 所
①�あつまクリニック
　毎週月曜午前・水曜午後・金曜午後
②渡邉医院
　毎週火曜・金曜　14：00～15：00

予 約 先 ①あつまクリニック（１週間前まで）②渡邉医院（前日まで）
受 付 ①町民福祉課健康推進グループ（接種当日）②渡邉医院（接種当日）
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

おたふくかぜ（任意）

対 象
１歳～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

接 種 場 所
あつまクリニック
毎週月曜～金曜
※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診

予 約 先 あつまクリニック
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３カ月～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチン
をすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３カ月～12カ月に３回
（追加）初回後12カ月～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ（１週間前まで）
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）

接 種 場 所
あつまクリニック
毎週月曜～金曜
※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診

持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12カ月～24カ月までのお子さん
②�平成23年４月２日～平成24年４月１日生ま
れのお子さん（小学校就学前の１年間）

日 程 １月22日（月）～１月26日（金）※23日（火）と25日（木）午後は休診
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
接 種 場 所 あつまクリニック
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

⦿ 日程が決まっている予防接種

⦿ 予約が必要な予防接種

乳幼児相談
対 象 平成28年10月12日～平成29年11月18日生まれのお子さん（生後２カ月~14カ月）と保護者

と き
１月11日（木）厚真子育て支援センター
１月18日（木）厚南子育て支援センター
（10：00～11：15）

持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

①１歳６カ月児健診　②３歳児健診

対 象
①�平成28年３月21日～平成28年７月24日生ま
れのお子さんと保護者
②�平成26年９月14日～平成27年１月17日生ま
れのお子さんと保護者

と き １月17日（水）
受 付 個別にご案内します
持 ち 物 母子健康手帳、アンケート、歯ブラシ（②は早朝尿もお持ちください）

健診・相談

予防接種

渡邉医院　☎ 22－2250
安平町早来大町116－4

あつまクリニック　☎ 27－2422
京町15（受付時間 9:00～11:30、14:00～16:30）
※祝日と第2･4火曜日、 木曜午後は予防接種のみ休診

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26－7871
京町１６５－１（総合ケアセンターゆくり内）

（受付時間　9:00～11:30、14:00～16:30）

問い合わせ・予約・受付

子育て支援センター

1月のカレンダー

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
総合保健・医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 🈷~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 １月19日 金

予約：苫小牧保健所
☎0144－34－4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 １月16日 火
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） １月９日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります １月９日 火、23日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の２日前までに予約してください １月９日 火
HIV抗体検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） １月９日 火

10日 水、23日 火
予約：エイズ専用電話
☎0144－35－7474

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
１日
（月祝）

内科系 おおはた内科循環器クリニック 三光町１－２－11 ３８－８５００
外科系 とまこまい脳神経外科 光洋町１－12－20 ７５－５１１１

２日
（火）

内科系 うとないキッズクリニック 北栄町１ー22－36 ５３－８０８０
外科系 アーク整形外科クリニック ときわ町３－15－34 ６８－６１１１

３日
（水）

内科系 苫小牧病院 光洋町３－16－４ ７２－１２０１
外科系 苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町２－１－12 ５７－０４５５

７日
（日）

内科系 苫小牧東病院 明野新町５－１－30 ５５－８８１１
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１－16－16 ７１－２７００

８日
（月祝）

内科系 やまざきこども医院 大成町２－３－１ ７５－１１３３
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町２－17－12 ３１－２０００

14日
（日）

内科系 苫小牧澄川病院 澄川町７－９－18 ６７－３１１１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 ３６－１２２１

21日
（日）

内科系 いまい内科クリニック 双葉町１－４－２ ３７－８６８６
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－13 ７２－７０００

28日
（日）

内科系 桜木ファミリークリニック 桜木町２－25－１ ７１－２３５１
外科系 ハート整形ペインクリニック 三光町２－５－３ ３８－７０００

月~金曜 19:00～翌朝7:00
土曜 14:00～翌朝7:00
日曜・祝日 ９:00～翌朝7:00

診療科目 内科・小児科
住 所 苫小牧市旭町2－9－2
電 話 0144－32－0099 

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

１月の日曜・祝日当番医　診療時間9：00~17：00 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

乳幼児相談

保健師と栄養士が来て、１歳２カ月まで
のお子さんの成長発達・栄養相談を行い
ます。
(対象月齢外でも相談がありましたらご利
用ください）

自由開放   
９:00～11:30、 13:00～14:00
子育て相談
14:00～16:00（火・木）
※事前の連絡をお願いします。

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）

厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

夜間・休日は急病センターも診察を
受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

問 い 合 わ せ
予 約・ 相 談

厚真子育て支援センター
厚南子育て支援センター
総合ケアセンターゆくり

月 火 水 木 金
1 2 3 4 5
元日
（休館） （休館） （休館） （休館） （休館）

8 9 10 11 12

成人の日
（休館）

自由開放
子育て相談 自由開放

乳幼児相談
自由開放
子育て相談

自由開放

15 16 17 18 19

自由開放 自由開放
子育て相談

3歳児健診
自由開放

乳幼児相談
自由開放
子育て相談

自由開放

22 23 24 25 26

自由開放 自由開放
子育て相談

1歳6カ月健診
自由開放

自由開放
子育て相談 自由開放

29 30 31

自由開放 自由開放
子育て相談 自由開放

支援センターには、赤ちゃん用
体重計や子育ての情報コーナー
があります。
ぜひお立ち寄りください。
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スキルアップセンターとまこまい
平成29年度　冬期作業主任者等技能講習のご案内

№ 講　習　名　称 実　施　日 受講料 テキスト代 定員 特典
1 足場の組立て等特別教育 2月2日 6,480円 800円 50人 ★
2 足場の組立て等作業主任者技能講習 2月7～8日 8,208円 1,650円 100人 ★
3 職長・安全衛生責任者教育 2月13～14日 20,520円 受講料に含む 30人
4 玉掛け業務従事者安全衛生教育（再教育） 2月16日 5,400円 1,749円 30人 ★
5 地山掘削および土止め支保工作業主任者技能講習 2月21～23日 12,312円 2,570円 100人 ★
6 小型移動式クレーン運転技能講習 2月28日～3月2日 34,884円 1,645円 10人 ★
7 足場の組立て等特別教育 3月6日 6,480円 800円 50人 ★
8 玉掛け技能講習　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月7～9日 25,704円 1,645円 10人 ★
9 丸のこ等取扱い従事者安全教育 3月12日 5,400円 1,030円 30人
10 高所作業車運転技能講習 3月15～16日 32,832円 1,850円 10人 ★
11 自由研削といしの取り替え等の業務に係る特別教育 3月23日 4,752円 770円 30人
12 アーク溶接等の業務特別教育 3月26～28日 12,312円 839円 20人 ★

受 付 期 間 12月４日（月）から講習開始日の10日前まで。 ただし、その日が土曜・日曜・祝日にあたる場合は、
直前の営業日まで。※申込受付期間中であっても、下記の定員になり次第締切りとなります。

受 講 資 格 18歳以上の方（№10は普通運転免許所持者対象）※作業主任者の講習は別途条件があります。

申 込 み 訓練センター窓口で、各講習の案内書と申込書を配布しています。申込書に必要事項を記入の上、
受講料･テキスト代等を添えてお申し込みください。	

助 成 金 ★の講習は、建設労働者確保育成助成金技能実習(経費助成・賃金助成）を利用できます。
利用するための条件がありますので下記までお問い合わせください。

問 い 合 わ せ
講 習 会 場

スキルアップセンターとまこまい
一般社団法人　苫小牧地域職業訓練センター運営協会
苫小牧市新開町４丁目６番12号　			
電話　0144-5５-6622　　ファックス　0144-51-2225
ホームページ　http://www.tomakomai.ac.jp/kaisya/index.html

■採用職種・採用予定人員
消防職員（深夜業務を含む交代制勤務）　２名
■採用予定日
平成30年４月１日
■受験資格
①�高等学校卒業（短大卒、専門学校卒を含む）で、平成６年

４月２日以降に生まれた方（来春卒業見込みの方を含む）
②�普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）を有する方、または

採用予定日までに取得できる方で、採用後、勤務署所在地
に居住可能な方

③��救急救命士の有資格者もしくは資格取得見込み者
④�身長160㎝以上、体重50㎏以上、胸囲が身長の２分の１

以上、視力（矯正視力を含む）が両眼で1.0以上、色覚お
よび聴覚が正常で身体強健な方（２次試験受験時に健康診
断書を提出）
■試験の方法

［第１次試験］
教養試験、作文試験、適性試験

［第２次試験］
第１次試験合格者に対して面接試験を実施
■試験日、会場、合格発表

［第１次試験］
期　　日　平成30年２月11日（日）
会　　場　�胆振東部消防組合消防本部
合否発表　�２月下旬（予定）に受験者本人へ通知

［第２次試験］
第１次試験合格者に期日、会場等を通知

■受験手続、受付期間
［提出書類等］
①受験申込書（最近６カ月以内に無帽の上半身を撮影したも
ので、本人であると確認できる縦４cm・横３cmの写真を貼る
こと） 
※受験申込書は胆振東部消防組合消防本部・総務課に直接請
求するか、胆振東部消防組合ホームページからダウンロード
してください。（http://iburi119.sakura.ne.jp/）
②履歴書（市販のA4版用紙に自筆で記入し、受験申込書と
同様に写真を貼ること）
③卒業証明書（または卒業見込み証明書）
④学業成績証明書（最終学校のもの）
⑤自動車運転免許証の写し（所得者）
⑥救急救命士免許証の写し（有資格者）
⑦受験票送付用封筒（長形３号封筒に住所・氏名を記入し
82円切手を貼付）

［受付期間］
12月15日（金）~平成30年１月26日（金） 

（土曜、日曜、祝日を除く８時30分~17時15分）
郵送の場合は、１月26日（金）までの消印のあるものに限り
有効

［受付・問い合わせ］
胆振東部消防組合消防本部　総務課 
〒059－1604　錦町47番地の２　☎26－7100

胆振東部消防組合　消防職員採用資格試験

募集

採用

Ｈ29.1229

まちなか交流館
しゃべーる

通信

厚真町複合型地域福祉活動拠点施設
まちなか交流館　しゃべーる 〈営業時間〉10：00～18：00　〈定休日〉水曜日

〈ホームページ〉http://shabe-ru.com/

京町12番地　☎29-7022

もうすぐクリスマス！羊毛・リース・オーナメン
ト・ミニツリーなど、店内には、町民の皆さんの手
作りのクリスマス作品がたくさん並びます！

お友達へのプレゼントや自分へのご褒美にいかが
ですか？気軽に立ち寄って、見学してみてください。

平成 27 年 4 月 23 日にまちなか交流館「しゃべー
る」を開設して、11 月 24 日に入館者が 2 万人 ( レ
シート発行数 ) に達しました。

この日、２万人目の来館者となったのは、本郷の
佐藤ともみさん親子。佐藤さんには、記念として「雪
ほたる」セットをプレゼントしました。
「しゃべーる」は、開設からこの日まで 803 日開

館しました。
レシートの発行数では 1 日平均 25 人が訪れたこ

とになりますが、バス待合や同伴者分を一人が支
払ったり、ダムカードの受け取りやスタンプラリー
だけを目的に来館される方も多く、実入館者数は、
２万人より 1 割程度多いと思われます。

●こんにちは。いつも楽しく、のんびり休ませて
いただいてありがとうございます。わがまま意見
ですが、小林農園の卵入り、揚げ入りの「なべ焼
きうどん」を…。できると嬉しいです。
●田舎料理たいへん美味しくいただきました。 
また来店したいと思います。ごちそうさまでした。 
(苫小牧市・男性・78歳)
●ハスカップソフトおいしかったです 。 
(町外・男性・26歳)

厚真の食材を生かした、新しいメニューを開発しながらサービスを提供し
ています。お陰さまでカフェの売り上げは昨年より伸びていますが、豆腐は、
今少し伸び悩んでいます。健康食の豆腐。どうぞお口元に！！

しゃべーるハンドメイド展
12月25日(月)まで

入館者が２万人を突破しました
１日平均25人来舘

ご来店いただきました
お客様からの貴重なご意見・ご感想を
紹介します。声お

客様の

館 長 の
つ ぶ や き
館 長 の
つ ぶ や き
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２
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策
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牧
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域
職
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訓
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セ
ン
タ
ー
ま
で
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。

■
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小
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域
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訓
練
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（
☎
０
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４
４
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５
５
―
６
６
２
２
、
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w
w
.tom
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ai.

ac.jp/

）
町
で
は
、
町
内
の
団
体
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
が
自
主
的
、
主
体
的
に
な
っ

て
取
り
組
む
事
業
を
支
援
す
る
た

め
、「
厚
真
町
ま
ち
お
こ
し
奨
励
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
事
業

へ
の
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

①
ま
ち
お
こ
し
事
業
、
②
人
材
育

成
事
業
、
③
特
産
品
開
発
事
業
、
④

文
化
活
動
、
⑤
地
域
活
動
、
⑥
そ
の

他
ま
ち
お
こ
し
と
認
め
た
事
業

※
た
だ
し
、
団
体
の
経
常
的
運
営

費
、
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
、
入

場
料
を
徴
収
す
る
も
の
、
事
業
費
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５
万
円
未
満
の
も
の
は
対
象
に
な
ら

な
い
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合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
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せ
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だ
さ
い
。

■
補
助
金
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額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

で
、
１
事
業
の
補
助
対
象
限
度
額
は

30
万
円
ま
で

■
申
請
・
問
い
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わ
せ
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ち
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く
り
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課
企
画
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整
グ

ル
ー
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（
☎
２
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３
１
７
９
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今
年
も
寒
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報

を
確
認
し
、
低
温
注
意
や
水
道
凍
結

注
意
の
予
報
が
出
た
時
は
水
道
の
水

抜
き
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

水
が
使
え
な
く
て
不
便
な
だ
け
で
は

な
く
、
水
道
管
の
破
裂
等
の
原
因
に

も
な
り
、
修
理
費
用
に
多
大
な
金
額

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

厳
寒
期
に
な
る
と
夜
間
だ
け
で
な
く

昼
間
も
凍
結
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
油
断
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
の
水
抜
き
は
水
抜
き
栓
で
行

い
ま
す
が
、
水
抜
き
栓
は
家
の
中
に

複
数
あ
っ
た
り
、
目
立
た
な
い
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
り
も
し
ま
す
の
で
、
場

所
や
動
作
状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
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建
設
課
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下
水
道
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ル
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（
☎
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―
２
３
２
６
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町
内
６
団
体
が
共
催
す
る
平
成
30

年
「
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）
17
時

30
分
〜

■
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
大
集
会
室

■
会
費

３
，
０
０
０
円
（
当
日
会
場
受
付

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み

出
席
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
事
前
に

町
商
工
会
ま
で
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連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

厚
真
町
商
工
会
（
☎
２
７
―

２
４
５
６
）

ま
ち
お
こ
し
奨
励
事
業
を

活
用
く
だ
さ
い

水
道
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
30
年「
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会
」

パ
ソ
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ン
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す

自 衛 官 等 募 集

自衛官候補生 
〇応募資格:平成30年４月１日現在18歳以上27歳未満の者
〇受付期間 :年間を通じて行っています
〇試験日程
男子：12月16日(土)･17日(日)のいずれか１日
女子：12月16日(土)
【試験種目】筆記試験（国語、数学、社会、作文、適性検査）、
口述試験、身体検査

高等工科学校生徒
〇応募資格 :平成30年４月１日現在15歳以上17歳未満の者
〇受付期間:平成30年１月９日(火)まで（締切日必着）
〇試験日程
第１次試験…平成30年１月20日(土)
【試験種目】筆記試験（国語、社会、数学、理科、英語、作文）
第2次試験…平成30年２月１日(木)~４日のいずれか１日

問い合わせ 自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所
☎0144－32－3725

平成 30 年（2018 年）は、明治元年（1868 年）
から起算して満 150年に当たります。政府では、
内閣官房副長官を議長とする『「明治 150 年」関
連施策各府省連絡会議』を設け、①「明治以降の
歩みを次世代に遺す施策」、②「明治の精神に学び、
さらに飛躍する国へ向けた施策」、③「明治 150
年に向けた機運を高めていく施策」の３つを柱と
して、政府一体となって「明治 150年」関連施策
を推進しているところです。
国だけでなく、地方公共団体や民間も含めて、
日本各地で、「明治150 年」に
関連する多様な取組が推進され
るよう、ロゴマークの使用促
進や広報などを通じて、「明治
150 年」に向けた機運の醸成を
図っています。

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

１月の運転免許証更新時講習の日程
苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

10：30～11：00
４日（木）、９日（火）、10日（水）、17日（水）
18日（木）、22日（月）、24日（水）、26日（金）
29日（月）、31日（水）

13：30～14：00 11日（木）、19日（金）
15：30～16：00 16日（火）、25日（木）

問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144－33－1458

編
集
後
記

あつま未来箱・インターネットでの
意見等受理状況

厚真町をより良い町にするため、皆さまのご意
見などをお寄せください。今後の町政の参考にさ
せていただきます。

〇平成29年11月受理件数
インターネット２件

【あつま未来箱】
厚真町役場本庁舎、総合ケアセンター
ゆくり、青少年センター、厚南会館、
あつまクリニック、桂歯科クリニック、
厚真歯科の町内７カ所に設置されてい
ます。

【電子意見箱】
自宅から簡単に意見を投稿することができま
す。町公式ホームページに設置されている「お問
い合わせ」からご利用ください。
町ホームページ
http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce

【電話・ファックス】
まちづくり推進課　企画調整グループ
☎27－3179　℻   27－2328

あつま未来箱

マチの善意

「明治150年」関連施策について

あ
っ
と
い
う
間
に

２
０
１
７
年
が
…
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
無
事
に

１
年
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
１２
月
２９
日
ま

で
広
報
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
ど
ん
意
見
を
く
だ
さ

い
！
皆
さ
ん
の
意
見
を
参

考
に
、
来
年
も
頑
張
り
ま

す
！
（
夢
）

○ この冬も引き続き ｢無理のない範囲での節電｣ に
ご協力をお願いいたします。
○ 詳しくは、ほくでんホームページをご覧
ください

北海道電力からのお願い

生活保護を受給されていない方で、「住むところ
に困っている」、「仕事がなかなか決まらない」、「子
どものひきこもりが心配」、「借金が多くて悩んでい
る」、「生活費に困っている」、「働いたことがなく心
配」などの不安を抱えている人のご相談をお受けす
る総合相談窓口「生活就労サポートセンターいぶり」
が開設され支援サービスがスタートしています。
（北海道胆振総合振興局からの委託事業です）

困り事や不安 を抱えている人を
支援します。

問い合わせ：生活就労サポートセンターいぶり
運営団体：特定非営利活動法人ワーカーズコープ
相談者専用フリーダイヤル：☎0120－09－0783　
メール: iburi-soudan@roukyou.gr.jp

北方領土返還要求活動へご協力を
我が国固有の領土である

「北方領土」は、ロシアによ
り法的根拠のない占領が続
いています。
四島返還の実現をめざす
ためにも、日頃から関心と
理解を深めていきましょう。

11月21日に町パークゴルフ協会（畑嶋征二会長）や
町外の利用者ら 34人が、新町パークゴルフ場の芝生
の手入れを行いました。ありがとうございました！

新町パークゴルフ場は、来年４月中旬にオープン予定です。

ボランティア
ありがとう

Thank you!

内閣官房「明治150年」関連施策推進室
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３歳以下のお子さんの写真を募集しています。
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。
メールの場合は kikaku@town.atsuma.lg.jp まで。

まちのアイドル
写 真 募 集
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